





A Study on the Perspectives and the Roles of Preschool Teachers to Design the Early 
Childhood Educational Practice
—Focusing on Planned and Collaborative Early Childhood Environmental Composition According to 
































保育環境の質を測定する尺度として開発された「ECERS-R（Early Childhood Environment 
Rating Scale-Revised Edition: T. Harms et al, 1998、保育環境評価スケール幼児版：埋橋訳，
2004（4））」という評価スケールが挙げられる。これは、０歳～２歳半の集団保育の質を測定す






















































































































































































































没頭・夢中 ・遊びこめる環境・集中して没頭できる環境 ● ● ●
興味・関心 ・子どもの興味関心を探ること・子どもが興味を持っていることの察知 ● ● ●
友達とのかかわり ・人とかかわる心地よさ・友達とのかかわり ● ● ●
遊びへの展望 ・遊びの継続・発展ができるようにする・前日などの子どもの遊びの繋がり ● ● ●
子どもにつけたい力 ・その時期に経験させたい内容との関連・子どもの姿から身につけてほしい能力 ● ● ●
?????
遊びへの意欲 ・工夫・挑戦し達成を味わえるもの・好奇心やしたい気持ち ● ●
発達過程 ・発達に見合っているかということ・発達段階や年齢・運動機能など ● ●
動線 ・幼児の集団人数に応じた動きやすい配置・子どもの動きやすさや動線 ● ●
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